
～藤岡歴史人物ストーリー～

３つの物語

藤岡には、歴史に名を残した多くの偉人がいます。
ここでは、算聖と呼ばれる関孝和、桜山公園を造った飯塚志賀、
アニメ映画の公開で、一躍時の人となった堀越二郎をピックアップ。
時代もジャンルも異なる３人を３つの物語にして紹介します。

―
世
界
の
三
大
数
学
者
と
い
わ
れ
た
和
算
家
―

関
孝
和
物
語

　

上
毛
か
る
た
で
「
和
算
の
大
家
関
孝
和
」

と
詠
わ
れ
る
関
孝
和
は
、
江
戸
時
代
に
活
躍

し
た
和
算
家
（
数
学
者
）で
す
。
和
算
と
は
、

文
字
や
記
号
を
使
っ
て
計
算
す
る
、
日
本
独

自
の
数
学
の
こ
と
で
、孝
和
は
、独
自
の
記
号

法
（
傍
書
法
）を
開
発
。自
由
自
在
に
数
式
を

表
現
し
、
算
木
を
使
っ
て
高
次
方
程
式
を
解

く
天
元
術
に
改
良
を
加
え
た
点て
ん
ざ
ん
じ
ゅ
つ

竄
術
を
発
明

し
ま
し
た
。
こ
の
発
明
は
和
算
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

孝
和
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
藤
岡
の
武

士
の
家
に
生
ま
れ
た
（
江
戸
小
石
川
生
誕
説

も
あ
り
）と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。６
人
兄
弟
の

二
男
で
、
10
歳
の
と

き
、両
親
が
な
く
な

り
、関
家
の
養
子
と

な
り
ま
し
た
。
30
歳

の
こ
ろ
か
ら
、甲
府

の
徳
川
綱
重
、綱
豊

に
仕
え
、勘
定
所
の

事
務
一
切
を
検
査
す

る
勘
定
吟
味
役
を
務
め
ま
し
た
。そ
の
後
、主

君
の
綱
豊
が
六
代
将
軍
・
家
宣
に
な
っ
た
の

を
機
に
、江
戸
幕
府
に
仕
え
ま
し
た
。

　

数
学
の
研
究
に
生
涯
を
か
け
た
孝
和
は
、

宝
永
５
年
（
１
７
０
８
）10
月
24
日
、江
戸
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
円
周
率
や
球
の
体
積
の

計
算
方
法
を
導
き
出
し
た
孝
和
の
業
績
は
、

後
進
の
和
算
家
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、

自
ら
を
「
関
流
」と
称
す
る
和
算
家
が
数
多

く
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
光
徳
寺
に
は
、
孝
和
の
お
墓
が
あ

り
ま
す
。
没
後
２
５
０
年
祭
の
昭
和
33
年
に

考
和
の
御
霊
を
迎
え
て
築
か
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、「
関
孝
和
先
生
顕
彰
全
日
本
珠
算
競
技

大
会
」な
ど
、
孝
和
を
顕
彰
す
る
行
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

―
冬
桜
の
咲
く
「
桜
山
公
園
」の
創
設
者
―

―
「
零
戦
」を
設
計
し
た
航
空
工
学
者
―

飯
塚
志
賀
物
語

堀
越
二
郎
物
語

　

桜
山
公
園
第
３
の
広
場
近
く
に
、
冬
桜
を

背
に
し
て
立
つ
、
和
服
姿
の
銅
像
が
あ
り
ま

す
。
美び
ぜ
ん髯

で
知
ら
れ
、「
三
波
川
将
軍
」の
愛

称
で
慕
わ
れ
た
、
元
三
波
川
村
長
の
飯
塚
志

賀
。冬
桜
の
咲
く
桜
山
公
園
の
創
設
者
で
す
。

　

志
賀
は
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）生
ま
れ
。

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）２
月
、父
の
後
を
継

ぎ
戸
長
と
な
り
、
同
年
８
月
三
波
川
村
長
に

就
任
。以
後
、村
長
と
し
て
35
年
間
、地
方
自

治
と
公
共
の
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
桜
山
公
園
は
、春
は
桜
を
、秋
は
紅
葉
を
楽

し
め
る
村
民
の
憩
い
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
志
賀
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

明
治
41
年
（
１
９
０
８
）、国
有
地
で
あ
っ
た

山
林
原
野
を
買
い
取
り
、
１
０
０
０
本
の
ソ

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
風
立
ち
ぬ
」の

主
人
公
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
航
空
工
学
者
・

堀
越
二
郎
は
、明
治
36
年
６
月
、藤
岡
市
上
落

合
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
寺
子
屋
を
開
き
勉
強

を
教
え
て
い
た
祖
父
の
影
響
を
受
け
、
勉
学

に
励
む
少
年
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
藤
岡
中

学
校
に
入
学
し
て
か
ら
は
、成
績
は
抜
群
で
、

卒
業
よ
り
１
年
早
く
、
第
一
高
等
学
校
に
合

格
、そ
の
後
、東
京
帝
国
大
学
（
東
京
大
学
）

に
進
み
ま
し
た
。

　

大
学
で
航
空
学
を
学
ん
だ
二
郎
は
、
昭
和

２
年
、
三
菱
内
燃
機
株
式
会
社
（
三
菱
重
工

業
）に
入
社
。同
４
年
に
は
、欧
米
に
航
空
機

の
研
究
に
派
遣
さ
れ
、
入
社
５
年
目
の
29
歳

の
と
き
、
七
試
艦
上
戦
闘
機
の
設
計
を
担
当

し
ま
し
た
。

　

航
空
機
の
設
計
士
と
し
て
華
々
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
二
郎
の
名
を
確
固
た
る
も

メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
、

村
民
各
戸
で
持
ち

寄
っ
た
３
１
０
本

の
カ
エ
デ
を
植
栽

し
ま
し
た
。
植
え

付
け
は
、
村
民
総

出
で
参
加
。
山
頂

を
含
め
た
約
５
ha
の
地
は
、
村
民
の
手
で
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
村
民
に
よ
る
植
え
付
け
か

ら
３
～
４
年
が
経
っ
た
11
月
、
突
然
３
割
ほ

ど
の
桜
が
開
花
し
ま
し
た
。
購
入
し
た
苗
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
、
冬
に
咲
く
桜
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
村
民
の
驚
き
は
大
変
な

も
の
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）、志
賀
は
病
に
倒

れ
、こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
２
年

経
っ
た
同
14
年
（
１
９
２
５
）12
月
１
日
、村

民
が
一
戸
１
人
以
上
参
加
し
た
花
見
の
宴
が

開
か
れ
ま
し
た
。初
の
桜
山
ま
つ
り
で
す
。以

後
、
毎
年
12
月
１
日
に
桜
山
ま
つ
り
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。志
賀
の
銅
像
は
、冬
桜
を
愛
で

る
人
々
を
見
守
る
か
の
よ
う
に
た
た
ず
ん
で

い
ま
す
。

の
に
し
た
の

は
、
昭
和
９

年
に
設
計
し
た
九
試
単
座
戦
闘
機
（
九
六
式

艦
上
戦
闘
機
）の
成
功
で
し
た
。抜
群
の
操
縦

安
定
性
を
誇
り
、
海
軍
の
主
力
戦
闘
機
と
な

り
ま
し
た
。

　

日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和
12
年
10
月
、

二
郎
は
戦
闘
機
の
開
発
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

条
件
は
、「
長
い
航
続
力
」「
時
速
５
０
０
㎞

以
上
の
高
速
」「
素
早
い
上
昇
力
」「
強
力
な

機
銃
装
備
」。こ
れ
ま
で
の
常
識
を
超
え
る
戦

闘
機
の
設
計
で
し
た
。
二
郎
は
主
任
設
計
技

師
と
し
て
若
手
28
人
で
編
成
し
た
精
鋭
チ
ー

ム
を
引
っ
張
り
、
い
く
つ
も
の
難
題
を
乗
り

越
え
、
昭
和
15
年
７
月
に
「
零
式
艦
上
戦
闘

機
（
通
称
・
零
戦
）」の
設
計
に
成
功
し
ま
し

た
。太
平
洋
戦
争
で
は
、ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
恐

怖
の
ゼ
ロ
・
フ
ァ
イ
タ
ー
と
恐
れ
ら
れ
、
日

本
人
の
飛
行
機
と
し
て
今
で
も
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

戦
後
は
、
国
産

初
の
旅
客
機
と
な
っ

た
「
Ｙ
Ｓ
ー
11
」

の
基
本
設
計
に
携

わ
り
ま
し
た
。

光徳寺にある分骨墓（右）市民
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